
【1】

当
日
は
、
気
温
が

度
を
超
す
炎

３５

暑
の
中
、
２
部
構
成
で
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

第
１
部
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
一

昨
年
（
平
成

年
）
に
開
催
し
た
「
施
設
の

２８

安
全
点
検
講
習
会
」
（
熊
本
地
震
・
中
越
地
震

等
の
震
災
で
「
木
造
」
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
」

７月14日（土）、今年３回目の初動リーダー

訓練を、初動リーダー32名、事務局11名が参

加して実施しました。 自主防災実行委員会

「
鉄
骨
造
り
」
の
施
設
が
壊
れ
た
様
子
を
写
し
た

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
点
検
講
習
）
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
、
避
難
所
と
な
る
施
設
を
使
用
す
る
に

あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
「
点
検
す
べ
き
箇
所

や
そ
の
点
検
要
領
」
を
学
び
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
各
初
動
リ
ー
ダ
ー
が
開
設
す

る
避
難
所
ご
と
（
柘
植
小
・
柘
植
中
・
人
権

Ｃ
・
小
杉
活
性
化
Ｃ
）
に
分
か
れ
て
、
そ
の

施
設
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
た

り
、
現
在
の
状
態
を
把
握
し
て
、
実
災
害
発

生
時
に
行
う
点
検
に
備
え
ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、
指
定
避
難
所
が
使
用
で
き

な
い
場
合
、
代
替
施
設
が
あ
る
の
か
、
ど
う

対
処
し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
、
今
後
、
検
討

す
べ
き
内
容
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
、
日
本
の
各
地
で
様
相
を
変

え
、
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
、
我
々
の
わ
ず
か
な
知
識
や
経
験

で
あ
っ
て
も
自
分
や
家
族
、
地
域
の
方
々
の

命
を
救
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

初
動
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
、
自
分
の

為
、
家
族
の
為
、
地
域
の
為
に
、
力
を

合
わ
せ
て
研
修
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

柘
植
地
域
の
交
通
安
全
の
た
め
に

生
活
環
境
部
会

夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
初
日
の
７
月

日
１１

（
水
）
午
後
、
市
民
セ

ン
タ
ー
で
柘
植
地
域
の

交
通
課
題
に
つ
い
て
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。市

議
会
議
員
の
山
下

さ
ん
、
柘
植
駐
在
所
の
成
川
さ
ん
、
交
通
安

全
協
会
で
理
事
を
務
め
る
土
屋
正
孝
さ
ん
を

は
じ
め
協
会
の
み
な
さ
ん
と
様
々
な
角
度
か

ら
交
通
課
題
に
つ
い
て
実
状
を
出
し
合
い
、

今
後
の
啓
発
や
活
動
、
市
や
県
へ
の
要
望
な

ど
検
討
し
ま
し
た
。

年

４

回

の

交

通

安

全

運

動

期

間

中

は

、

各

区

長

さ

ん

中

心

に

柘

植

地

域

内
各
所
で
街
頭
啓
発
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
７
月

日
に

２０

ミ
ル
ミ
ル
ボ
ー
ド
を
使
っ
た

啓
発
も
行
い
ま
し
た
。

朝の登校時

倉部交差点にて
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旧
柘
植
保
育
園
跡
地
関
係
者
会
議

７

月

日

１０

（
火
）
午
後
、「
杜

の

カ

フ

ェ

い

こ

い

こ

」

で

、

関

係

者

会

議

を

開

き
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、

昨

年

月

日

１０

３１

に

行

っ
た

伊

賀

市

と

ま

ち

協
の

契

約

に

基

づ

い

て

い

ま

す

。

参

加

者

は

伊

賀

市

行
政
か
ら
伊
賀
支
所
振
興
課
と
同
住
民
福
祉

課
、
杜
の
カ
フ
ェ
い
こ
い
こ
（
左
写
真
下
）
、

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
都
美
恵
（
同
上
）
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
４
者
が
現
状
を
確
認

し
、
今
後
の
運
営
の
課
題
な
ど
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
今
後
も
毎
年
７
月
に
は
関
係
者
会

議
を
開
催
す
る
約
束
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
柘
植
保
育
園

ま
ち
協
運
営
委
員
と
し
て
、

地
域
の
将
来
を
考
え
る

地
域
の
将
来
を
考
え
る

７
月

日
（
水
）
夜
、

１８

市
民
セ
ン
タ
ー
で
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
運
営

委
員
の
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
運
営
委
員
み

ず
か
ら
が
５
年

年
先

１０

の
地
域
の
あ
り
よ
う
を

考
え
る
こ
と
な
く
柘
植

地
域
の
将
来
を
語
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
に
基
づ
く

柘
植
地
域
の
自
治
協
議
会
で
あ
る
「
柘
植

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
。
そ
し
て
そ

の
運
営
委
員
は
、
現
在
の
規
約
で
は
、
役

員
・
各
区
長
・
各
部
会
長
・
各
実
行
委
員

代
表
者
（
合
計

名
）
で
構
成
さ
れ
、
総

３０

会
に
次
ぐ
決
定
機
関
と
し
て
位
置
づ
い
て

い
ま
す
。

今
回
の
研
修
（
４
名
欠
席
）
は
、
５
つ

の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を

し
た
後
、
話
し
合
い
結
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
後
述
す
る
❶
～
⓫
の
項
目
（
整
理
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

は
、
運
営
委
員
会

と
し
て
の
公
式
発
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
は
『
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
の

改
定
に
も
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

❶
区
・
組
に
お
け
る
人
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
高

齢
者
対
策

❷
農
林
業
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
で
後
継

者
（
担
い
手
）
を
育
成
す
る
こ
と

❸
防
犯
・
獣
害
へ
の
対
策
と
し
て
の
空
家
対
策

❹
心
の
教
育
。
人
の
世
話
が
で
き
る
人
の
育
成

❺
働
く
場
所
の
確
保
、
農
林
業
の
担
い
手
に
つ
な
が

る
法
人
化
や
就
労
の
場
づ
く
り

❻
高
齢
者
の
見
守
り
、
救
急
医
療
な
ど
を
見
据
え
た

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

❼
地
域
の
環
境
美
化
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
、
空
家
空

地
を
減
ら
す
取
り
組
み

❽
人
・
金
・
物
が
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
、
金
が
循
環

す
る
よ
う
、
ま
ち
協
が
主
と
な
っ
て
組
織
を
提
案

❾
少
子
化
対
策
は
青
年
層
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
。

❿
や
ら
さ
れ
感
の
出
な
い
組
織
を
つ
く
る
こ
と

⓫
健
康
面
、
地
域
の
見
守
り
活
動
、
一
人
暮
ら
し
の

話
し
相
手
が
で
き
る
人
材
育
成

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
伊
賀
市
地
域
包
括
交
付
金

％
減
の
話
や
投
票
所
削
減

36

の
話
な
ど
次
々
と
案
件
が
来
て
い
ま
す
。
▼
一
人
ひ
と
り

が
ま
ず
は
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
西
田
方
計
）

川上ダム本体工事に関わる資機材

運搬車両の地域内通行における再要望
いがまち３地域まちづくり協議会

6月22日のいがまち区長集会において、水資源機

構川上ダム建設所から資機材運搬に関わる提案が

あり、それをふまえて、いがまち３地域会長連名

で要望書を挙げました。その後7月11日に新たな運

行計画の説明を受けましたが、改めて、今回7月20

日付けでルートの再検討などの再要望書を提出い

たしました。

運搬ルートやその他詳しいことは、いがまち区長集会
および12区連絡協議会（旧区長部会）
の議題となっていますので、お問い
合わせは原則として各区長様にお願
いします。

完成予想図➡


